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Ｑ　
市
長
就
任
５
期
目
の
ス
タ

ー
ト
に
当
た
り
、
今
後
４
年
間

で
目
指
そ
う
と
し
て
い
る
白
河

市
の
重
点
施
策
に
つ
い
て
お
示

し
願
い
た
い
。

Ａ　
社
会
経
済
環
境
の
変
化
を

見
据
え
た
「
産
業
振
興
」
や

「
少
子
化
」
へ
の
対
応
、
そ
し

て
生
き
づ
ら
さ
や
孤
独
、
孤
立

を
克
服
し
、
生
き
が
い
や
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
土
壌
と
な
る
「
居
場
所
づ
く
り
」
な
ど
に

取
り
組
ん
で
ま
い
る
。

Ｑ　
産
業
振
興
と
若
者
の
定
住
対
策
に
つ
い
て
。

Ａ　
若
者
の
ニ
ー
ズ
や
考
え

を
把
握
し
、
施
策
に
反
映
す

る
た
め
高
校
生
や
20
代
、
30

代
の
方
々
と
懇
談
会
を
開
催

し
、
直
接
、
意
見
交
換
を
実

施
。
「
小
さ
く
て
も
キ
ラ
リ

と
光
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
て
ま
い
る
。

Ｑ　
本
市
の
高
齢
者
の
現
状
に
つ
い
て
、
高
齢

者
人
口
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
数
は
。

Ａ　
高
齢
者
人
口
は
令
和
４
年
度
末
で
、
１
８

０
５
２
人
。
こ
の
う
ち
、
ひ
と
り
暮
ら
し
４
０

９
６
人
。
寝
た
き
り
と
想
定
さ
れ
る
方
は
１
２

９
２
人
、
認
知
症
で
あ
る
と
推
計
さ
れ
る
高
齢

者
は
２
７
０
０
人
程
度
。

Ｑ　
ひ
と
り
当
た
り
の
健
康
保
険
の
負
担
額
は
。

Ａ　
令
和
４
年
度
の
医
療
費
総
額
は
71
億
２
３

９
１
万
４
千
円
。
こ
の
う
ち
、
市
の
負
担
額
は

５
億
１
２
９
６
万
円
。
被
保
険
者
本
人
負
担
額

は
５
億
３
５
２
５
万
２
千
円
。

Ｑ　
本
市
に
お
い
て
も
農
業
は

今
危
機
的
状
況
に
あ
る
。
本
市

の
農
政
の
現
状
と
課
題
、
将
来

へ
の
展
望
に
つ
い
て
、
市
長
の

考
え
を
伺
う
。

Ａ　
担
い
手
の
高
齢
化
と
後
継

者
不
足
、
耕
作
放
棄
地
の
拡
大

等
多
く
の
問
題
を
抱
え
て
き
た
。

食
料
自
給
率
も
40
％
前
後
と
格

段
に
低
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
国
は
、
食

料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
の
見
直
し
に
着
手
し
、

米
以
外
の
麦
、
大
豆
、
野
菜
の
国
内
生
産
拡
大

や
肥
料
の
国
産
化
や

有
機
農
業
の
拡
大
を

柱
と
し
て
い
る
。
多

様
な
担
い
手
が
、
営

農
を
継
続
し
、
農
地

を
守
り
集
落
を
維
持

す
る
こ
と
が
重
要
。

Ｑ　
持
続
可
能
な
農
業
と
す
る
た
め
、
農
家
支

援
の
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ　
親
か
ら
の
事
業
継
承
や
大
規
模
化
の
推
進
、

新
た
な
作
物
の
栽
培
や
販
路
の
開
拓
の
取
り
組

み
も
含
め
、
今
後
も
国
県
の
支
援
策
の
動
向
も

注
視
し
、
よ
り
効
果
的
支
援
に
努
め
る
。

Ｑ　
命
の
漢
字
の
形
か
ら
８
月
10
日
を
、
命
に

つ
い
て
考
え
る
「
い
の
ち
の
日
」
の
制
定
を
提

案
し
た
い
。

Ａ　
「
い
の
ち
の
日
」
の
制
定
は
、
自
殺
予
防

対
策
の
趣
旨
だ
け
で
な
く
、
人
生
の
終
末
期
も

含
め
、
命
の
大
切
さ
尊
さ
に
つ
い
て
考
え
る
良

い
機
会
と
な
る
の
で
議
論
を
重
ね
る
。

北野　唯道 議員

佐川　京子 議員

市長就任５期目スタート　目ざす重点施策は

今危機的状況にある農業の将来への展望を伺う

住みたい、住み続けたい、小さくてもキラリと光るまちづくり

営農を継続し農地を守り集落の維持に、より効果的支援に努める

Point
一般質問

とは

◇一般質問とは行政全般にわ
たり、市長などの行政側に
対し、現状や見通しを質問
したり、あるいは報告や説
明を求めたりすることです。

◇時間制限は質問、答弁時間
を含めて60分以内です。

◇一般質問をする議員はその
要旨を事前に通告すること
となっています。

一　般　質　問一　般　質　問
９月定例会では11名の議員が一般質問を行いました。９月定例会では11名の議員が一般質問を行いました。
本会議のネット中継及び録画配信を行っています。本会議のネット中継及び録画配信を行っています。
ホームページや各議員のQRコードから視聴できます。ホームページや各議員のQRコードから視聴できます。

９月定例会において延べ29名の方が傍聴にお越
しくださいました。ありがとうございました。

五箇沃野から親地山を望む
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Ｑ
「
ゴ
ミ
屋
敷
問
題
に
つ
い

て
」

　
ゴ
ミ
屋
敷
は
、
悪
臭
や
ね
ず

み
、
害
虫
の
発
生
に
よ
り
近
隣

住
民
に
迷
惑
を
か
け
、
ま
た
ト

ラ
ブ
ル
の
要
因
と
な
る
ば
か
り

で
な
く
、
火
災
や
放
火
な
ど
に

遭
い
や
す
い
こ
と
か
ら
、
近
年

問
題
視
さ
れ
て
い
る
。
過
去
に

放
映
さ
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
―
番

組
の
中
で
、
処
理
業
者
の
話
に
よ
る
と
、
「
５

百
世
帯
あ
れ
ば
２
～
３
件
は
必
ず
ゴ
ミ
屋
敷
が

あ
る
。
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
ゴ
ミ
屋
敷

と
な
る
背
景
に
は
、
主
に
高
齢
化
、
社
会
的
孤

立
、
経
済
困
窮
が
あ
り
、
自
立
支
援
や
生
活
保

護
、
社
会
的
支
援
を
必
要
と
さ
れ
る
方
が
い
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
実
態
調
査
が

必
要
と
思
わ
れ
る
が
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

Ａ　
民
生
児
童
員
の
活
動
や
社
会
福
祉
協
議
会

な
ど
と
の
連
携
に
よ
り
、
状
況
の
把
握
を
行
っ

て
い
る
。
高
齢
者
に
つ
い
て
は
、
定
期
的
に
個

人
宅
を
巡
回
し
、
見
守
り
や
買
い
物
支
援
を
行

っ
て
い
る
「
ス
マ
イ
ル
号
」
や
「
ち
り
ん
こ

号
」
等
日
常
的
な
見
守
り
を
実
施
し
て
い
る
。

今
後
も
情
報
収

集
に
努
め
、
必

要
な
福
祉
的
支

援
に
つ
な
い
で

ま
い
る
。 根本　建一 議員

ゴミ屋敷の背景にあるものは
情報収集に努め支援につなげる

Ｑ　
白
河
の
関
が
話
題
に
な
っ

て
い
る
が
、
関
の
森
公
園
の
整

備
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ　
現
在
、
委
員
会
を
設
置
し

て
、
基
本
計
画
か
ら
実
施
計
画

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
歴
史
と

ロ
マ
ン
の
白
河
の
関
と
そ
の
周

辺
環
境
が
融
合
し
た
、
魅
力
溢

れ
る
公
園
を
目
指
し
て
い
る
。

Ｑ　
部
活
動
の
地

域
移
行
に
つ
い
て

伺
う
。

Ａ　
学
校
、
保
護

者
、
ス
ポ
ー
ツ
及

び
文
化
団
体
の

代
表
者
か
ら
な
る

「
部
活
動
地
域
移

行
協
議
会
」
を
立

ち
上
げ
て
、
早
期

実
現
に
向
け
て
検
討
を
進
め
て
い
る
。

Ｑ　
教
員
の
業
務
負
担
が
問
題
と
な
っ
て
い
る

が
、
負
担
軽
減
策
と
し
て
学
校
支
援
員
の
増
員

に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ　
学
校
支
援
員
の
増
員
は
効
果
的
な
対
応
策

と
考
え
て
お
り
、
今
後
も
文
部
科
学
省
へ
継
続

し
て
配
置
さ
れ
る
よ
う
要
望
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ　
廃
校
校
舎
の
利
活
用
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ　
旧
大
屋
小
学
校
、
旧
信
夫
二
小
、
五
箇
中

学
校
に
つ
い
て
は
、「
廃
校
等
を
活
用
し
地
域
の

新
た
な
活
性
拠
点
と
し
て
蘇
ら
せ
る
こ
と
は
大

き
な
行
政
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。
」
と
の
認
識

の
も
と
利
活
用
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ　
本
市
に
お
け
る
森
林
・
里

山
の
林
業
行
政
の
所
信
を
伺
う
。

Ａ　
現
在
、
樹
齢
50
年
を
超
え
、

本
格
的
な
利
用
期
を
迎
え
た
木

材
の
活
用
が
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
本
市
で
は
所
有
者
や
地
番
、

面
積
を
記
載
し
た
林
地
台
帳
を

更
新
し
、
森
林
組
合
等
と
連
携

し
な
が
ら
現
況
の
把
握
、
資
源

の
有
効
活
用
を
し
て
ま
い
る
。
今
後
と
も
、
国

の
森
林
政
策
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
適
切
な

森
林
整
備
に
努
め
て
ま
い
る
。

３
月
８
日
、
小
田
川
地
区
で
発
生
し
た
林
野
火

災
に
つ
い
て

Ｑ
⑴　
消
火
活
動
及
び
被
害
状
況
に
つ
い
て
。

Ａ　
焼
失
面
積
は
約
35
・
８
ha
で
鎮
圧
に
52
時

間
を
要
し
た
。
３
日
間
で
７
７
６
名
の
消
防
団

員
の
方
に
消
火
活
動
に
従
事
し
て
い
た
だ
い
た
。

Ｑ
⑵　
火
災
に
よ
り
被
災
し
た
森
林
整
備
及
び

現
在
の
森
林
整
備
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ　
被
災
し
た
森
林
の
整

備
に
つ
い
て
は
、
所
有
者

や
森
林
組
合
な
ど
が
森
林

経
営
計
画
を
作
成
し
た
上

で
、
県
の
補
助
金
を
活
用

し
た
造
林
事
業
の
取
り
組

み
が
可
能
。

　
森
林
整
備
の
状
況
に
つ

い
て
は
、
ふ
く
し
ま
森
林
再
生
事
業
を
実
施
し

て
お
り
、
令
和
４
年
度
末
ま
で
に
約
４
３
０
ha

が
完
了
し
て
い
る
。
今
後
も
引
き
続
き
、
森
林
、

里
山
の
整
備
を
図
っ
て
ま
い
る
。

植村　美洋 議員

戸倉　宏一 議員

観光・地域振興、教員の負担軽減について伺う

森林、里山の多面的機能の施策について

委員会や協議会を立ち上げて検討を進めている

適切な森林整備に努める
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Ｑ　
耳
が
聞
こ
え
に
く
い
高
齢

者
や
難
聴
者
の
方
の
対
応
と
軟

骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
を
導
入
す
る

こ
と
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ　
本
市
の
窓
口
で
は
、
基
礎

疾
患
を
持
っ
て
い
る
方
も
来
庁

す
る
の
で
、
感
染
対
策
と
し
て
、

現
在
も
ア
ク
リ
ル
パ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
を
設
置
し
て
い
る
。
し
か

し
、
難
聴
者
以
外
の
方
の
声
も
聞
き
取
り
づ
ら

い
こ
と
も
あ
る
た
め
、
マ
イ
ク
と
ス
ピ
ー
カ
ー

が
搭
載
さ
れ
た
会
話
補
助
シ
ス
テ
ム
を
ア
ク
リ

ル
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
設
け
、
双
方
の
声
を
聞

き
取
り
や
す
く
し
て
い
る
。
軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ

ン
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
や
難
聴
者
な
ど
、
耳

の
聞
こ
え
に
く
い
方
々
へ
の
情
報
伝
達
に
効
果

が
期
待
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ　
白
河
市
「
指
定
緊
急
避
難
所
」
に
つ
い
て

伺
う
。

Ａ　
指
定
緊
急
避
難
所
は
、
洪
水
・
土
砂
災
害

な
ど
に
お
い
て
、
命
を
守
る
た
め
に
逃
げ
込
む

な
ど
、
緊
急
避
難
を
行
う
た
め
に
指
定
さ
れ
て

お
り
、
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
、
各
集
会
所

を
は
じ
め
公
共
施
設
、

小
・
中
学
校
の
体
育

館
等
の
２
３
４
施
設

が
指
定
緊
急
避
難
所

に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

開
設
に
あ
た
っ
て
は
、

管
理
者
が
施
錠
す
る

こ
と
を
原
則
と
し
て

い
る
。

室井　伸一 議員

個人情報の確認を行う場合の対応は？
相談室を利用するなどプライバシーに配慮している

Ｑ　
市
営
住
宅
を
時
代
の
変
化

に
併
せ
て
、
多
様
な
目
的
で
使

用
で
き
な
い
か
。

Ａ　
住
居
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
や
、

社
会
情
勢
の
変
化
に
柔
軟
に
対

応
し
て
い
く
。

Ｑ　
大
信
地
域
市
営
住
宅
の
入

居
率
は
。

Ａ　
外
面
36
％
、
竹
ノ
下
67
％
、

石
久
保
43
％

Ｑ　
入
居
率
の
低
い
市
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、

抽
選
で
は
な
く
、
随
時
申
込
受
付
出
来
な
い
か
。

Ａ　
外
面
、
石
久
保
市
営
住
宅
に
つ
い
て
、
公

募
を
し
た
後
、
申
し
込
み
が
な
か
っ
た
場
合
は
、

随
時
申
し
込
み
を
受
け
付
け
る
。

Ｑ　
入
居
基
準
の
、
収
入
基
準
の
緩
和
と
併
せ

て
、
単
身
者
で
も
入
居
で
き
る
よ
う
に
変
更
で

き
な
い
か
。

Ａ　
先
進
地
の
事
例
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
検

討
し
て
い
く
。

Ｑ　
特
に
入
居
率
の
低
い
外
面
市
営
住
宅
に
つ

い
て
、
団
地
再
生
を
検
討
で
き
な
い
か
。

Ａ　
新
た
な
活
用
を
検
討
し
て
い
く
。

Ｑ　
石
久
保
市
営
住
宅
の
周
囲
の
敷
地
は
、
市

で
管
理
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ　
石
久
保

市
営
住
宅
の

周
囲
は
、
作

業
に
危
険
を

伴
う
た
め
、

市
で
維
持
管

理
を
行
う
。

Ｑ　
今
夏
の
最
も
身
近
な
市
長

及
び
市
議
会
議
員
選
挙
の
投
票

率
は
56
％
と
大
変
低
か
っ
た
。

真
夏
の
選
挙
が
要
因
と
も
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。
い
か
が
で
す

か
。

Ａ　
真
夏
日
の
選
挙
を
避
け
る

た
め
に
は
国
の
法
律
を
改
正
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
真
夏

の
選
挙
も
投
票
率
低
下
の
一
つ
と
捉
え
、
移
動

期
日
前
投
票
所
も
含
め
た
様
々
な
対
策
を
検
討

し
た
い
。

Ｑ　
記
録
的
な
猛
暑
が
原
因
よ
る
果
樹
や
野
菜
、

水
稲
等
へ
の
被
害
が
各
地
で
報
告
さ
れ
て
い
る
。

本
市
は
ど
う
か
。

　
ま
た
、
風
水
害
に
よ
る
農
作
物
の
被
害
に
対

す
る
救
済
措
置
は
あ
る
が
、
災
害
級
の
猛
暑
に

よ
る
農
作
物
の
被
害
救
済
は
ど
う
か
。

Ａ　
高
温
に
よ
る
農
作
物
被
害
に
対
し
て
も
、

被
害
の
程
度
等
に
応
じ
て
支
援
が
講
じ
ら
れ
る

場
合
が
あ
る
。

Ｑ　
線
状
降
水
帯
に
よ
る
記
録
的
短
時
間
大
雨

が
頻
発
し
て
い
る
。
災
害
級
の
異
常
な
暑
さ
に

よ
る
防
災
対
策
も
必
要
と
考
え
る
。
い
か
が
で

す
か
。

Ａ　
国
の
災
害
基
本
計
画

や
県
の
地
域
防
災
計
画
の

動
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

市
の
防
災
計
画
に
お
い
て

も
、
災
害
か
ら
市
民
の
生

命
・
財
産
を
守
る
対
策
を

講
じ
て
い
く
。

永山　均 議員

柴原　隆夫 議員

入居率の低い市営住宅の改善策について

災害級の猛暑による農作物被害の救済措置は

入居要件緩和や新たな活用方法を検討していく

被害の程度等に応じて支援が
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Ｑ　
選
挙
公
報
は
、
法
に
基
づ

き
「
各
世
帯
に
対
し
て
選
挙
期

日
の
２
日
前
ま
で
に
配
布
す
る

こ
と
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
現

在
、
新
聞
折
込
で
の
対
応
と
な

っ
て
い
る
。
ど
う
し
て
か
。

Ａ　
公
職
選
挙
法
１
７
０
条
第

２
項
に
「
止
む
を
得
な
い
事
情

が
あ
る
場
合
、
新
聞
折
込
で
の

配
布
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
な
っ
て
い

る
。
配
布
を
担
当
し
て
い
た
行
政
連
絡
員
か
ら

「
臨
時
的
か
つ
短
期
間
で
の
配
布
は
困
難
」
と

の
意
見
が
出
さ
れ
、
令
和
元
年
の
市
長
・
市
議

選
よ
り
、
折
込
配
布
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
新

聞
未
購
読
者
に
つ
い
て
は
本
庁
舎
及
び
各
庁
舎

等
に
備
え
付
け
、
配
布
の
対
応
を
し
て
い
る
。

ま
た
希
望
者
に
は
選
挙
公
報
を
郵
送
で
対
応
を

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

Ｑ　
先
日
の
防
災
訓
練
に
お
い
て
、
避
難
者
か

ら
の
想
定
問
答
対
応
訓
練
に
お
い
て
、
ペ
ッ
ト

と
の
同
伴
避
難
に
つ
い
て
が
問
題
と
な
っ
て
い

た
。
昨
今
、
大
規
模
災
害
も
多
く
な
っ
て
い
る

が
、
現
在
ペ
ッ
ト
と
の
同
伴
避
難
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ　
環
境
省
は
同
行
避

難
を
推
奨
し
て
い
る
が
、

避
難
所
で
は
様
々
な
価

値
観
を
持
つ
方
が
避
難

し
て
い
る
た
め
、
屋
外

に
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
、

対
応
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

大竹　功一 議員

新聞未購読者には、選挙公報が届かない。
行政連絡員の負担軽減のため、現在は新聞折込にて対応。

Ｑ　
免
許
返
納
者
か
ら
バ
ス
停

の
新
設
・
バ
ス
路
線
延
長
の
声

が
多
く
出
て
い
る
。
バ
ス
事
業

者
と
協
議
し
応
え
る
こ
と
が
必

要
。
さ
ら
に
循
環
バ
ス
区
間
で

フ
リ
ー
乗
降
区
間
を
導
入
し
て

は
ど
う
か
。

Ａ　
路
線
延
長
は
様
々
な
条
件

が
必
要
。
市
で
は
免
許
を
持
た

な
い
75
才
以
上
の
条
件
を
満
た
す
住
民
登
録
者

へ
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
助
成
券
を
配
布
し
て
い
る
。

フ
リ
ー
区
間
を
設
定
す
る
要
件
と
し
て
交
通
量

が
少
な
い
こ
と
、
見
通
し
の
良
い
道
路
区
間
で

あ
る
こ
と
、
交
通
安
全
上
の
事
故
防
止
対
策
が

講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
道
路
管
理
者
や

公
安
委
員
会
な
ど
と
の
協
議
が
必
要
に
な
っ
て

く
る
。
今
後
、
利
用
者
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
可

能
性
を
探
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ　
だ
る
ま
の
絵
付
け
や
お
茶
の
体
験
、
錨
屋

窯
で
の
体
験
な
ど
を
組
み
入
れ
た
モ
デ
ル
プ
ラ

ン
を
観
光
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
検
討
し
て
は
ど
う

か
。

Ａ　
滞
在
時
間
や
目
的

に
沿
っ
た
案
内
を
継
続

し
、
観
光
物
産
協
会
や

ツ
ー
リ
ズ
ム
ガ
イ
ド
白

河
と
連
携
し
な
が
ら
季

節
ご
と
の
美
し
い
風
景

や
モ
ノ
づ
く
り
を
盛
り

込
ん
だ
魅
力
的
な
モ
デ

ル
プ
ラ
ン
を
提
案
し
て

ま
い
る
。

Ｑ　

平
成
11
年
10
月
開
始
の

「
ご
み
有
料
化
」
の
ね
ら
い
は

ご
み
減
量
化
に
あ
っ
た
。
そ
の

効
果
は
あ
っ
た
が
、
ご
み
排
出

量
は
今
横
ば
い
の
状
況
に
あ
り
、

住
民
へ
の
負
担
増
・
不
法
投
棄

な
ど
の
問
題
も
あ
る
。
ご
み
減

量
化
と
い
う
点
で
は
、
「
ご
み

有
料
化
」
の
役
割
は
も
う
終
わ

っ
た
の
で
は
な
い
か
。
物
価
高
騰
な
ど
で
市
民

の
暮
ら
し
は
大
変
で
あ
り
、
ご
み
袋
料
金
無
料

化
で
市
民
負
担
軽
減
を
は
か
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

Ａ　
市
は
低
所
得
家
庭
な
ど
へ
の
独
自
の
負
担

軽
減
を
行
っ
て
い
る
。
「
ご
み
有
料
化
」
を
維

持
す
る
と
と
も
に
、
資
源
ご
み
の
収
集
や
集
団

回
収
奨
励
制
度
な
ど
に
よ
り
ご
み
減
量
化
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

Ｑ　
ご
み
減
量
化
を
す
す
め
る
た
め
に
は
有
料

化
で
は
な
く
、
別
の
手
だ
て
が
必
要
な
の
で
は

な
い
か
。
有
料
化
に
よ
る
収
入
分
（
指
定
ご
み

袋
の
処
理
手
数
料
）
は
令
和
４
年
度
で
１
・
３

億
円
。
５
市
町
村
の
ご
み
処
理
費
分
担
金
で
処

理
す
れ
ば
よ
い
。

Ａ　
ご
み
有
料
化
で

ご
み
削
減
の
意
識
醸

成
や
排
出
抑
制
に
効

果
が
あ
っ
た
。
今
後

も
脱
炭
素
社
会
実
現

を
見
据
え
構
成
市
町

村
と
協
議
を
重
ね
て

い
く
。

石名　国光 議員

深谷　弘 議員

観光ステーションで周遊観光のモデルプランを

「ごみ有料化」による減量化効果を踏まえ、料金無料化実施を

魅力的なプランを提案

有料化による削減効果はあった。今後は構成市町村と協議。

非常食調達訓練


